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は
じ
め
に

　

日
本
で
二
〇
二
〇
年
三
月
か
ら
急
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
は
非
正
規
雇
用
の
女
性
（
非
正
規
女
性
）
を
中
心
に
女
性

た
ち
を
直
撃
し
、「
女
性
不
況
」
と
い
う
呼
び
名
も
生
ま
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
国
や
地
域
に
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
各
社
会
の
構
造
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
が
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
①
長
時
間
労
働
を
働
き
方
の
基
本
形
と
す
る
こ
と

で
多
数
の
女
性
を
安
定
労
働
か
ら
排
除
し
て
男
性
に
経
済
力
を
集

中
さ
せ
、
②
そ
う
し
た
男
性
を
、
女
性
に
対
す
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
」
と
位
置
づ
け
、
③
こ
れ
に
よ
っ
て
公
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
が
極
端
に
弱
い
安
価
な
非
正
規
労
働
に
女
性
を
張
り
付
け
、

④
不
安
定
な
非
正
規
雇
用
と
家
庭
内
無
償
労
働
の
二
重
負
担
を
女

性
に
割
り
振
る
こ
と
で
社
会
保
障
費
を
切
り
下
げ
、
同
時
に
女
性

の
低
賃
金
労
働
力
を
確
保
す
る
政
策
を
取
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
の
結
果
、
公
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
外
さ

れ
た
非
正
規
労
働
者
は
、
働
き
手
の
四
割
に
達
し
、
そ
の
よ
う
な

社
会
を
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
っ
た
。

　

こ
の
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
め
ぐ
っ
て
登
場
し
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
統
計
と
、
当
事
者
の
女
性
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
女
性
相
談
に

あ
た
っ
た
人
々
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

女
性
を
置
き
去
り
に
し
た

〈
働
き
方
改
革
〉
と
コ
ロ
ナ
禍
対
策

竹
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名
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コ
ロ
ナ
禍
前
夜
の
二
〇
一
八
年
に
成
立
し
た
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
が
、
こ
の
よ
う
な
女
性
を
め
ぐ
る
労
働
市
場
の
問
題
点
に
効

果
を
発
揮
し
た
の
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
。

Ⅰ　

直
撃
さ
れ
た 

女
性
非
正
規
労
働
者

　

コ
ロ
ナ
禍
で
真
っ
先
に
影
響
を
受
け
た
の
は
女
性
非
正
規
労
働

者
だ
っ
た
。
総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
」
に
よ
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
顕
在
化
し
た
二
〇
二
〇
年
三
月
、
女
性
の

非
正
規
労
働
者
だ
け
が
対
前
年
同
期
比
で
、
二
九
万
人
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
正
規
女
性
は
五
八
万
人
、
正
規
男
性
は
八
万
人
、
非

正
規
男
性
も
二
万
人
増
え
て
い
た
。
女
性
非
正
規
労
働
者
の
「
一

人
負
け
」
と
も
い
え
る
状
態
だ
。
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
の
縮
小
は
他
の
分
野
に
も
広
が
り
、
七
月
に
は
、
非
正
規
男
性

が
五
〇
万
人
、非
正
規
女
性
は
八
一
万
人
も
の
減
少
を
記
録
す
る
。

　

原
因
の
ひ
と
つ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
や
す
い
対
人
サ

ー
ビ
ス
業
に
女
性
が
多
く
配
置
さ
れ
、
そ
こ
で
の
非
正
規
比
率
が

高
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
被
害
が
大
き

か
っ
た
飲
食
店
業
界
は
、
八
割
が
非
正
規
労
働
だ
。

　

二
〇
一
六
年
の
「
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」（
図
１
）
を
み

図１　産業大分類，男女別従業者数の構成比（2016年）

医療・福祉
宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業
金融業，保険業

教育・学習支援業
卸売業，小売業

サービス業（他に分類されないもの）
不動産業，物品賃貸業

複合サービス事業
学術研究，専門・技術サービス業

農林漁業（個人経営を除く）
製造業

情報通信業
運輸業，郵便業

建設業
鉱業，採石業，砂利採取業

電気・ガス・熱供給・水道業
合計

0 20 40 60 80 100

男性 女性

（％）

55.5 44.5
88.0 12.0
84.8 15.2
82.0 18.0
80.9 19.1

73.9 26.1
70.1 29.9
68.7 31.3
68.0 32.0
61.1 38.9
59.3 40.7
58.5 41.5
51.1 48.9
48.7 51.3
45.4 54.6
42.5 57.5
41.1 58.9

27.4 72.6

出典　経済産業省・総務省「経済センサス活動調査」2016年
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る
と
、
女
性
比
率
が
高
い
職
場
の
一
位
は
医
療
・
福
祉
、
二
位
が

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
三
位
が
対
人
サ
ー
ビ
ス
・
娯
楽

で
、
労
働
市
場
で
も
「
ケ
ア
す
る
役
割
」
を
振
ら
れ
た
女
性
た
ち

の
姿
が
浮
か
ぶ
。
こ
の
う
ち
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
む

し
ろ
人
手
不
足
と
な
っ
た
医
療
・
福
祉
は
別
と
し
て
、
そ
の
よ
う

な
女
性
の
立
ち
位
置
が
今
回
の
事
態
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
三
月
に
連
合
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
）
や
全
労

連
（
全
国
労
働
組
合
総
連
合
）、
全
国
ユ
ニ
オ
ン
（
全
国
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
連
合
会
）、
東
部
労
組
（
全
国
一
般
東
京
東

部
労
働
組
合
）、
若
者
労
働
相
談
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
相
次
い
で
実
施

し
た
コ
ロ
ナ
禍
を
め
ぐ
る
労
働
相
談
の
多
く
で
、
相
談
者
の
六
割

程
度
を
女
性
が
占
め
、
な
か
で
も
休
業
手
当
が
出
な
い
と
い
う
非

正
規
労
働
者
か
ら
の
訴
え
が
多
か
っ
た
。

　

休
業
手
当
は
労
働
基
準
法
二
六
条
に
規
定
さ
れ
、
会
社
に
責
任

が
あ
る
休
業
に
つ
い
て
、
会
社
が
休
業
前
の
賃
金
の
六
割
以
上
を

補
償
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
従
業
員
に
休
業
手

当
を
支
給
し
た
雇
用
主
を
、
雇
用
保
険
か
ら
出
る
雇
用
調
整
助
成

金
（
雇
調
金
）
等
を
財
源
と
す
る
休
業
助
成
金
で
支
え
る
こ
と
で

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
そ
の
活
用
を
、
雇
用

主
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

　

雇
用
保
険
は
、
非
正
規
労
働
者
で
も
週
二
〇
時
間
以
上
の
労
働

契
約
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
加
入
で
き
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
支
給
さ
れ
な
い
例
が
相
次
い
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談

に
あ
た
っ
た
労
組
か
ら
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
聞
か
れ
る
。

　

非
正
規
労
働
者
に
は
受
給
資
格
は
な
い
と
い
う
誤
解
、
申
請
手

続
き
の
煩
雑
さ
の
忌
避
、
女
性
非
正
規
は
夫
の
傘
の
下
の
家
計
補

助
に
す
ぎ
な
い
の
で
仕
事
を
失
っ
て
も
困
ら
な
い
と
い
う
固
定
観

念
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、
社
会
保
険
の
保
険
料
負
担

を
避
け
る
た
め
週
二
〇
時
間
未
満
の
短
時
間
パ
ー
ト
を
増
や
す
雇

用
主
が
目
立
っ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
だ
。

　

一
方
、
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
は
、
経
営
側
の
立
場
か
ら
の
理

由
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
非
正
規
は
、
そ
も
そ
も
景
気
の
消
長
に

合
わ
せ
て
増
減
さ
せ
る
た
め
の
労
働
力
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

特
例
で
あ
っ
て
も
休
業
手
当
を
認
め
れ
ば
、
非
正
規
へ
の
さ
ま
ざ

ま
な
保
障
に
つ
い
て
の
雇
用
主
の
責
任
が
固
定
化
さ
れ
か
ね
な

い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
非
正
規
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
々
が
向
き
合
う
こ
と
を
避
け
て
き
た
「
働
き
手
の
生
存
権
を
だ

れ
が
保
障
す
る
の
か
」
と
い
う
課
題
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し

た
こ
と
に
な
る
。

　

女
性
非
正
規
か
ら
の
相
談
内
容
で
は
こ
の
ほ
か
、「
正
社
員
は

一
〇
〇
％
の
休
業
補
償
が
さ
れ
て
も
女
性
が
大
半
を
占
め
る
非
正
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規
に
は
、
無
給
又
は
六
〇
％
の
支
給
し
か
な
い
」
と
い
う
声
や
、

「
派
遣
先
が
休
業
手
当
を
補
償
し
て
も
派
遣
元
が
出
さ
な
い
」
と

い
う
派
遣
社
員
の
訴
え
、「
マ
ス
ク
が
正
規
か
ら
支
給
さ
れ
、
一

線
に
立
つ
非
正
規
に
マ
ス
ク
が
支
給
さ
れ
な
い
」
と
い
う
保
育
士

や
女
性
パ
ー
ト
な
ど
、
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
差
別
的
処
遇
を

指
摘
す
る
声
が
相
次
い
だ
。

Ⅱ　
「
半
雇
用
」
の
蔓
延
と 

見
え
な
い
失
業

　

問
題
は
、
こ
う
し
た
大
量
の
雇
用
減
少
や
休
業
手
当
の
不
支
給

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
失
業
率
が
男
性
を
下
回
る
状
態
が
続

き
（
図
２
）、
影
響
の
深
刻
さ
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。
こ

の
よ
う
な
女
性
の
低
失
業
率
を
生
ん
だ
一
因
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
が
、「
シ
フ
ト
勤
務
」
と
い
う
不
定
期
な
働
き
方
の
蔓
延
だ
。

　

シ
フ
ト
勤
務
と
は
、
勤
務
時
間
が
固
定
さ
れ
ず
、
日
ご
と
あ
る

い
は
一
定
の
期
間
ご
と
に
、
複
数
の
勤
務
時
間
帯
を
移
動
す
る
形

態
の
勤
務
の
こ
と
だ
。
女
性
は
、「
主
婦
パ
ー
ト
」
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
性
別
役
割
分
業
に
よ
っ
て
家
事
・
育
児
・
介
護
を
担

わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
し
た
無
償
労
働
の
時
間
を
確
保
す

る
た
め
に
、
時
間
の
不
定
期
な
シ
フ
ト
制
に
よ
る
短
時
間
パ
ー
ト

を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
働
き
方

は
、「
人
の
経
済
的
自
立
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
の
雇
用
」
の

条
件
に
は
到
底
、
満
た
な
い
と
い
う
意
味
で
「
半
雇
用
的
働
き

方
」
と
の
呼
び
名
が
あ
る
。
無
償
労
働
を
一
手
に
担
わ
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
女
性
の
多
く
を
そ
の
よ
う
な
「
半
雇
用
」
状
態
に
お

く
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

筆
者
の
聞
き
取
り
で
も
「
正
社
員
を
希
望
し
た
が
、
正
社
員
は

店
長
一
人
だ
け
で
、
残
業
が
恒
常
化
し
、
子
育
て
を
考
え
た
ら
あ

き
ら
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
複
数
あ
っ
た
。
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
も
、
授
業
と
の
両
立
か
ら
こ
の
よ
う
な
働
き
方
を

受
け
入
れ
る
し
か
な
い
点
で
似
て
い
る
。
私
生
活
と
仕
事
の
両
立

と
い
う
、
働
き
手
の
再
生
産
か
ら
み
て
も
基
本
と
な
る
要
件
を
満

た
す
た
め
、
極
度
に
不
安
定
で
自
立
が
で
き
な
い
低
賃
金
を
選
択

せ
ざ
る
を
え
な
い
シ
フ
ト
制
の
矛
盾
が
、そ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
。

　

加
え
て
、
雇
用
主
に
よ
る
女
性
非
正
規
の
短
時
間
労
働
化
が
コ

ロ
ナ
禍
の
被
害
を
大
き
く
し
た
。
週
二
〇
時
間
以
上
の
労
働
が
社

会
保
険
の
加
入
条
件
で
あ
る
た
め
、
社
会
保
険
料
負
担
を
逃
れ
よ

う
と
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
逆
手
に
取
っ
て
極
端
な
短
時
間
就
労
を

強
い
る
雇
用
主
が
増
え
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
非
正
規
の

多
く
が
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
、
ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
の
多
就
業
化
を
強
い

ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
手
当
の
支
給
を
雇
用
主
に
求
め
よ
う
と
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し
た
と
き
、
ど
の
雇
用
主
の
責
任
を
問
う
べ
き
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
あ
き
ら
め
る
事
態
が
起
き
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
に
応
じ
て
、
雇
用

主
の
間
で
は
、
こ
の
「
シ
フ
ト
」
を
大
幅
に
減
ら
す
動
き
が
目

立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
シ
フ
ト
減
ら
し
」
は
「
休
業
」
で
は

な
い
と
し
て
、
休
業
手
当
を
申
請
し
な
い
雇
用
主
が
多
く
、
ま

た
、
シ
フ
ト
を
極
端
に
減
ら
さ
れ
て
収
入
が
ゼ
ロ
に
近
づ
い
て

も
「
失
業
」
と
み
な
さ
な
い
対
応
が
問
題
化
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
週
一
日
で
も
シ
フ
ト
が
入
れ
ば
仕
事
が
あ
る
の

だ
か
ら
休
業
で
は
な
い
と
さ
れ
、
シ
フ
ト
労
働
者
が
生
活
で
き

な
い
よ
う
な
低
収
入
に
陥
っ
て
も
「
失
業
者
」「
休
業
者
」
と

は
み
な
さ
れ
な
い
事
態
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
野
村
総
研
（
野
村
総
合
研
究

所
）
は
、「
シ
フ
ト
が
五
割
以
上
減
少
し
、
か
つ
休
業
手
当
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
を
「
実
質
的
失

業
者
」
と
定
義
し
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
時
点
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
そ
の
数
は
九
〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
推
計
し
た
。
二

〇
二
〇
年
の
政
府
統
計
で
は
こ
の
時
点
の
女
性
の
完
全
失
業
者

は
七
八
万
人
で
、
合
わ
せ
る
と
計
一
六
八
万
人
、
公
的
調
査
の

失
業
者
数
の
倍
以
上
の
「
失
業
者
」
の
存
在
が
み
え
て
く
る
。

続
く
野
村
総
研
の
二
〇
二
一
年
二
月
時
点
の
調
査
で
は
、
実
質

図２　男女別完全失業率の推移
出典　総務省統計局「労働力調査」より筆者作成。
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0
3

0

的
失
業
者
の
女
性
の
数
は
一
〇
三
万
人
に
増
え
、
男
性
の
四
三
万

人
を
大
き
く
上
回
っ
た（

１
）。

　

厚
労
省
が
ま
と
め
た
二
〇
二
一
年
版
の
『
労
働
経
済
白
書
』
で

は
、
雇
調
金
等
に
よ
る
完
全
失
業
率
の
抑
制
効
果
は
二
・
六
ポ
イ

ン
ト
程
度
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
み

る
限
り
、
そ
れ
は
、
多
数
の
女
性
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
機
能
し

て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
に
、
政
府
は
急

ぎ
、
シ
フ
ト
労
働
者
な
ど
が
個
人
で
申
請
で
き
る
「
休
業
給
付
金

支
援
金
」（
休
業
支
援
金
）
を
設
け
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

懸
命
の
穴
ふ
さ
ぎ
で
あ
る
。

　

だ
が
野
村
総
研
の
調
査
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
シ
フ
ト
労

働
者
の
六
割
が
シ
フ
ト
減
ら
し
で
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら

ず
、
知
っ
て
い
る
人
の
う
ち
九
割
近
く
が
申
請
し
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
申
請
し
な
い
理
由
の
ト
ッ
プ
は
、「
自
分
が
受
け

取
れ
る
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
だ
っ
た
。

　

家
事
や
育
児
が
本
業
の
よ
う
に
語
ら
れ
、「
半
雇
用
」
の
状
態

に
お
か
れ
た
女
性
た
ち
は
、
自
ら
が
労
働
者
と
し
て
権
利
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
に
く
い
。
ま
た
雇
用
関
係
の
情
報
は
、

会
社
や
労
組
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
自
力
で
情

報
を
得
た
と
し
て
も
な
か
な
か
活
用
で
き
な
い
。
実
際
、
休
業
支

援
金
の
申
請
窓
口
で
書
類
の
不
備
な
ど
か
ら
受
け
付
け
て
も
ら
え

ず
、
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
の
個
人
加
盟
労
組
の
同
行
支
援
に
よ
っ
て
支

給
を
実
現
し
た
シ
フ
ト
制
の
女
性
パ
ー
ト
は
少
な
く
な
い
。

　

パ
ー
ト
の
組
織
率
は
や
や
拡
大
し
て
い
る
と
は
い
え
、
二
〇
二

〇
年
の
厚
労
省
「
労
働
組
合
基
礎
調
査
」
で
は
八
・
七
％
、
女
性

全
体
の
組
織
率
も
一
二
・
八
％
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女

性
た
ち
が
「
労
組
」
と
い
う
労
働
基
本
権
の
行
使
に
不
可
欠
な
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
も
こ
ぼ
れ
落
ち
て
き
た
こ
と
が
、
助
成
金

な
ど
の
経
済
的
支
援
を
受
け
る
権
利
を
阻
み
、
貧
困
化
を
助
長
し

た
可
能
性
が
浮
か
ぶ
。

Ⅲ　
「
夫
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
か
ら 

「
コ
マ
切
れ
雇
用
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
へ

　

シ
フ
ト
制
の
よ
う
な
脆
弱
雇
用
が
女
性
に
集
中
し
て
い
る
の

は
、
偶
然
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
二
〇
一
九
年
の
「
労
働

力
調
査
」
で
は
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
女
性
の
過
半
数
に
あ
た
る
五

六
％
が
非
正
規
で
あ
り
、
非
正
規
労
働
者
の
七
割
近
く
を
女
性
が

占
め
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
、
女
性
を
経
済
的
に
夫
依
存
さ
せ
る

「
夫
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
が
労
働
政
策
の
基
本
と
さ
れ
て
き
た

歴
史
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

一
九
八
五
年
に
制
定
さ
れ
た
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
（
均
等


